
日　時： 2011年11月9日（水） 開演14:00 （受付13:30）

場　所： 銀座フェニックスプラザ （紙パルプ会館）

主　催：　『べね・DC支援サービス』 （株式会社クライテリア）

協　力： NPO法人確定拠出年金教育協会

14:05

『年金確保支援法施行間近　今後求められる企業の対応について』

基調講演　（20分）

14:00 開会挨拶

14：45 休憩　（10分）

講　師 ＮＰＯ法人確定拠出年金教育協会　　秦 穣治

プログラム

開 催 概 要

14：25

テーマスピーチ　（20 分）

スピーチ＆パネルディスカッション

『加入者教育の科学的なアプローチを考える』

ファイナンシャルプランナー／ＮＰＯ法人確定拠出年金教育協会　　菱田 雅生講　師

14：55

『効果の検証から見えてくる継続教育のあり方』

パネルディスカッション　（70 分）

16:05 『べね・DC支援サービス』　来年度メニューのご案内　（10分）

ＳＣＳＫ株式会社　経営企画・人事グループ　人事第二部　労務課　シニアアシスタントマネージャー　　村上 剛氏

東洋電機製造株式会社　理事 法務コンプライアンス部 部長
横浜国立大学大学院国際社会科学研究科企業システム専攻　博士課程後期院生

株式会社アサツー ディ・ケイ  人材開発ユニット 人事局 副部長　　島田 大介氏

　　　高瀬 伊佐己氏

パネリスト

確定拠出年金誕生から10年という年月を経て、2011年8月4日に年金確保支援法が成立した。継続教育が事業主の責務であるこ

とが明文化されたことで、今後の継続教育のあり方、具体的な取り組み方に一層注目が集まるものと思われる。また、2012年1月1日

から従業員拠出の道も開かれることになり、従業員が確定拠出年金に関心を持つための情報提供がより重要となっていくであろう。

当セミナーでは、従業員に響く効果的な継続教育とは何かについて考察を深めていく。

・継続教育のステップアップの軌跡　事例紹介各社

・効果はどのようにして検証出来るか

・加入者のリアクションやその後の反応は

・課題を次の継続教育の企画に活かす方法とは

参加費無料

申込締切：11月4日（金）

定員：50名
（事前登録制）

べね・DC支援サービス （株式会社クライテリア）
担当：早川／山崎

お問い合わせ先

mail： bene@criteria.co.jp
tel： 03-3544-1380
fax： 03-3544-1376http://www.beneweb.jp/

べね 確定拠出年金セミナー in 東京

年金確保支援法施行　今後問われる継続教育のあり方とは


